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令和４年度諸塚村立諸塚小学校 学校評価書【１ 学力向上】 

重点項目 達成状況指標 

 

達成状況 

 

自己評価 学校関係者コメント 
学校関係者 

評価 
今後の改善策 

(1) 学習指導法の工夫・

改善 

○ 授業力の向上 

○ 少人数のよさを

活かした個に応じ

た指導 

○ タブレットの効

果的な活用 

① 授業では自分の考えをまとめた

り、友達と話し合ったりする学習場

面が適切に設定されているか（３者

アンケートのＡ・Ｂ評価それぞれ９

０％以上） 

児 童１００％ (99%) 

保護者１００％(100%) 

教 師１００％(100%) Ａ 

Ａ 

 

・ 子どもたちのつぶや

きや話合いの時間を大

切にした授業が展開さ

れており、意欲的に学

習に取り組むことがで

きている。 

 

・ 授業中に、担任と子

どもとの対話があり、

楽しく学習に取り組む

様子が窺える。 

 

・ 今後も子どもたちの

よさや頑張りを褒め

て、一人一人を伸ばし

ていたただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 今後も学習の中で子ども

同士の「話合い」の場面を設

定し、共に高め合うことがで

きる児童の育成を目指して

いく。 

② 担任の先生は「分かった、でき

た！」と感じさせる授業を行ってい

るか（３者アンケートのＡ・Ｂ評価

それぞれ９０％以上） 

児 童１００％(100%) 

保護者１００％(100%) 

教 師１００％(100%) 
Ａ 

 今後も教師一人一人の授

業力向上に努め、学ぶ楽し

さ・できる喜びを味わわせる

授業を実践していく。 

③ 学習調査等の分析結果を生かし

た、授業づくりを行っているか。（３

者アンケートのＡ・Ｂ評価それぞれ

９０％以上） 

児 童 １００％(100%) 

保護者  ９４％(100%) 

教 師 ８９％(100%) 

 

Ａ 

 分析結果をもとに本校の

課題を共有し、課題に対する

取組を全体で実践していく。 

④ タブレット端末の効果的な活用

により、学習意欲の向上や情報活用

能力の育成を図ることができてい

るか 

 （３者アンケートのＡ・Ｂ評価それ

ぞれ９０％以上） 

児 童１００％(100%) 

保護者 ９０％（86%） 

教 師８９％（100%） 

 

 

A 

 タブレットを活用した授

業実践は日々行っているが、

効果的な活用までには至っ

ていないため、職員研修等を

通して、児童の情報活用能力

の育成を図っていく。 

(2) 学力向上 

◯ 家庭との連携を

図った家庭学習の

定着 

  

(3) 読む活動の推進 

○ 読書活動の推進 

○ 新聞の活用を図

った取組 

① 家庭と連携した取組により、学力

向上につなげることができている

か。（３者アンケートのＡ・Ｂ評価そ

れぞれ９０％以上） 

児 童 ９３％ (99%) 

保護者 ７２％ (79%) 

教 師 ６７％(100%) 
Ｂ 

 

Ｂ 

・ タブレット端末を活

用した情報収集では、

個人の興味・関心事だ

けに限定される恐れが

あるため、新聞を積極

的に活用させること

で、様々な情報を子ど

もたちに与えて欲し

い。 

・ 地域の図書館を親子

で活用するなど、さら

に読書活動の推進を図

ってもらいたい。 

Ｂ 

 意欲的に家庭学習に取り

組むことができるように、

懇談会等を通して保護者の

考えている課題や学校への

要望を伺い、指導の改善を

図る。 

② 進んで本を読んでいるか（３者ア

ンケートのＡ・Ｂ評価それぞれ８

０％以上） 

児 童 ９４％(100%) 

保護者 ７０％ (68%) 

教 師１００％(100%) 

Ｂ 

保護者との連携を図りなが

ら、家庭における読書活動の

推進も図っていきたい。 

③ 新聞を読んだり、辞書引きをした

りする朝の時間の取組は、学力向上

につながっているか（３者アンケー

トのＡ・Ｂ評価それぞれ８０％以上） 

児 童１００％ (新) 

保護者 ９８％（新） 

教 師 ８８％（新） 

 今後も朝の時間の取組の

質的改善を図りながら、児

童の学力向上につなげてい

く。 

【A：期待（目標）以上の達成度、B：概ね期待（目標）どおりの達成度、C：期待（目標）を下回る達成度、D：期待（目標）にほど遠い達成度】 



令和４年度諸塚村立諸塚小学校 学校評価書【２ 豊かな心の育成】 

重点項目 達成状況指標 達成状況 自己評価 学校関係者コメント 
学校関係者 

評価 
今後の改善策 

(1) 豊かな心の育成 

○ 学級経営の充実

による望ましい人

間関係の醸成 

 

 

○ 教育活動全体を

通した指導 

① 学級は「いじめ防止プログラ

ム」の実践を通して望ましい人

間関係ができているか（３者ア

ンケートのＡ・Ｂ評価それぞれ

９０％以上） 

児 童１００％   (99%) 

保護者１００％   (98%) 

教 師１００％ (100%) Ａ 

Ａ 

 

・ 全児童が、毎日楽しく 

学校に登校している様

子が窺え、いじめのない

学校生活を送ることが

できていると考えられ

る。 

 

・ ３者とも評価が高く、

豊かな心の育成がしっ

かり図られていると感

じる。 

Ａ 

小規模校のよさを生かし

て、今後も異年齢集団での

様々な活動を積極的に取り入

れ、望ましい人間関係の醸成

を図っていく。 

② いじめのない楽しい学校生

活が送れているか（３者アンケ

ートのＡ・Ｂ評価それぞれ９

０％以上） 

児 童１００％   (99%) 

保護者１００％  (100%) 

教 師１００％  (100%) 
Ａ 

 今後も、クラスの枠を越え、

全職員一丸となって子どもた

ちに称賛等の声かけを行って

いく。 

③ 相手の気持ちに立つことの

大切さや、互いに支え合うこと

の大切さ等の指導が行えてい

るか（３者アンケートのＡ・Ｂ評

価それぞれ９０％以上） 

児 童１００％  （92%） 

保護者１００％  （98%）  

教 師 １００％（100％） Ａ 

 道徳教育を要として、相手

の立場に立って考えることの

大切さ・素晴らしさを子ども

たちに指導していく。 

(2) 基本的な生活習慣

の定着 

○ 「早寝早起き朝ご

飯」の生活リズムの

確立 

○ あいさつ指導の

徹底 

① 生活のリズムが整っている

か（３者アンケートのＡ・Ｂ評

価それぞれ９０％以上） 

 

児 童 ９５％  (87%) 

保護者 ９７％ (100%) 

教 師 ８９％  (83%) 
Ａ 

Ｂ 

・ 子どもたちの挨拶が

年々よくなっており、

登校時は元気いっぱい

あいさつする児童の姿

を目にする機会が増え

ている。 

・ 家庭においてもしっ

かりあいさつができる

ように、保護者を含め

た家庭への啓発をお願

いしたい。 

Ａ 

 気になる児童に対しては、

保護者との個別面談を行い、

生活リズムを整える必要性に

ついて共通理解を図り、学校

と家庭が連携して環境を整え

る努力を行う。 

② 場や相手に応じた心のこも

った元気なあいさつができる

か（３者アンケートのＡ・Ｂ評

価それぞれ９０％以上） 

児 童１００％  (97%) 

保護者 ９７％  (95%) 

教 師 ６７％  (83%) Ｂ 

場所や場面に関わらず、徹

底してあいさつが実践できる

ように、あいさつへの意識向

上を図っていく。 

(3) 環境美化の推進 

 〇 無言清掃の徹底 

○ みどりの少年団

活動の充実 

① 無言清掃は徹底しているか

（児童・教師アンケートのＡ・

Ｂ評価それぞれ９０％以上） 

児 童１００％ (100%) 

教 師１００％ (100%) 
Ａ 

Ａ 

 

・ みどりの少年団活動

は環境保全意識を高め

る大変よい取組となっ

ているので、今後も積極

的に取り組んでもらい

たい。 

 

Ａ 

 無言清掃の取組が、本校の

良き伝統として引き継がれて

いくよう、児童の意識をさら

に高めていきたい。 

② みどりの少年団活動に取り

組んでいるか（児童・教師アン

ケートのＡ・Ｂ評価それぞれ９

０％以上） 

児 童１００％ (100%) 

教 師 ９０％ (100%) 

 
Ａ 

 今後も様々な少年団活動を

行い、緑豊かな郷土づくりに

努める態度の育成を図ってい

く。 



【A：期待（目標）以上の達成度、B：概ね期待（目標）どおりの達成度、C：期待（目標）を下回る達成度、D：期待（目標）にほど遠い達成度】 

令和４年度諸塚村立諸塚小学校 学校評価書【３ 健康・安全の向上】 

重点項目 達成状況指標 達成状況 自己評価 学校関係者コメント 
学校関係者 

評価 
今後の改善策 

（１） 体力向上プランに

基づいた運動の習慣

化 

  ○ 新体力テストに

よる体力賞取得 

５０％以上 

① 運動に興味を持ち進んで

運動や外遊びをするか（３者

アンケートのＡ・Ｂ評価それぞ

れ８０％以上） 

児 童１００％  (100%) 

保護者１００％  (100%) 

教 師１００％  (100%) 
Ａ 

Ａ 

 

・ 外遊びを励行してい

ただき、今後も継続し

て子どもたちの体力向

上に取り組んでもらい

たい。 

Ａ 

 体力向上につなげるため

に、今後も外遊びを励行して

いく。 

  

 運動課題である「柔軟性」

と「握力」は、日々の取組に

より効果が見られている。継

続して取り組んでいきたい。 

② 新体力テストによる体力

賞の児童が５０％以上を目

指す。（３者アンケートのＡ・Ｂ

評価それぞれ８０％以上） 

児 童１００％  (100%) 

保護者１００％  (100%) 

教 師１００％  (65%) 

 

 

Ａ 

 

（２） 望ましい食習慣の

形成  

   ○ 諸塚学校給食の

日を通した食に関

する意識の向上 

① 朝ごはんをきちんと食べ

ているか（児童・保護者アン

ケートのＡ・Ｂ評価80％以上） 

児 童１００％  (100%) 

保護者１００％  (100%) 

 
Ａ 

Ｂ 

 

・ 保護者の評価から、家

庭においては「好き嫌

い」をしている様子が窺

えるので、家庭への啓発

をお願いしたい。 

Ａ 

生活リズムを整えること

の大切さは、今後も継続して

指導を行っていく。 

② 好き嫌いをせずマナーよ

く食べているか（３者アンケ

ートのＡ・Ｂ評価それぞれ８

０％以上） 

児 童１００％  (100%) 

保護者 ６６％   (96%) 

教 師１００％   (93%) Ｂ 

 保護者と連携を図り、家庭

においても好き嫌いせずマ

ナーよく食べることの習慣

化を学校と家庭が連携して

指導を行っていく。 

（３）健康診断等の結果

を基にした計画的な

指導 

  ○ むし歯治療及び

予防の取組の強化 

① 歯磨き等、むし歯予防の習

慣化ができているか（児童・

保護者アンケートのＡ・Ｂ評

価それぞれ８０％以上） 

児 童１００％  (100%) 

保護者  ９７％  (100%) 

 
Ａ 

Ａ 

・ 様々な取組、呼びかけ

等がよい結果につなが

っている。治療率８５％

まであと少しなので、継

続して家庭への呼びか

けを頑張っていただき

たい。 

Ａ 

 むし歯予防の習慣化が図

られてきている。継続して指

導を行っていきたい。 

② 歯の治療率８５％を目指

す。（３者アンケートのＡ・Ｂ

評価８５％以上） 

児 童１００％  (100%) 

保護者１００％   (96%) 

教 師  ９４％   (79%) 
Ａ 

 年々、歯の治療率が向上し

ている。今後も家庭への啓発

に力を入れていく。 

（４）危機回避能力の育

成 

  ○ 避難訓練等によ

る安全意識・技能

の向上 

①  交通事故等にあう児童を

１名も出さない。（３者アンケ

ートのＡ・Ｂ評価８５％以上） 

児 童１００％  (100%) 

保護者１００％  (100%) 

教 師１００％ （100％）  
Ａ 

Ａ 

・ ①達成状況指標の文言

になると0％か100％の

評価となるので、内容の

検討を行った方がよい。 

・ 避難訓練については、

今後も様々な改善を行

いながら、子どもたちの

危機回避能力を高めて

欲しい。 

Ａ 

 事故を未然に防ぐため、今

後も具体的な場面指導の徹

底を図っていく。 

②  避難訓練における児童ア

ンケートで、主体的に動く児

童の達成率85％を目指す。 

（児童・教師アンケートのＡ・

Ｂ評価８５％以上） 

 

児 童１００％  (100%) 

教 師 ９８％  (100%) 

  
Ａ 

 本年度、土砂災害防止教

室後、すぐに全保護者に迎

えに来ていただく風水害避

難訓練を実施することがで

き、子どもたちの安全意識

を高めることができた。 



【A：期待（目標）以上の達成度、B：概ね期待（目標）どおりの達成度、C：期待（目標）を下回る達成度、D：期待（目標）にほど遠い達成度】 

令和４年度諸塚村立諸塚小学校 学校評価書【４ 家庭・地域との連携】 

重点項目 達成状況指標 達成状況 自己評価 学校関係者コメント 
学校関係者 

評価 
今後の改善策 

(1) 地域素材の活用、人

材との連携 

 

○ 教育活動への積

極的な活用 

 

○ Ｃ学習の推進 

① 地域素材・地域人材の全学

年２回以上の活用を目指す。

（３者アンケートのＡ・Ｂ評

価９０％以上） 

 

児 童 １００％  (100%) 

保護者 １００％   (95%) 

教 師 １００％  (100%) Ａ 

Ａ 

・ 先生方が、地域の伝統

行事や祭り等に積極的

に参加してもらい、地域

の方々が大変喜ばれて

いる。参加することで、

地域の方々は「学校のた

めなら協力したい」とい

う思いにつながるので、

今後も地域行事に参加

してもらいたい。 

 

・ 先生方の異動に関わ

らず、地域と学校が絶え

間なくつながり合って

いけるように、職員間で

の引継ぎをしっかり行

って欲しい。 

Ａ 

 地域人材・地域素材の活用

について全職員でより一層

の共通理解を図り、活用促進

が図れるようにしていく。 

② 学校は、児童に「ふるさと」

のよさを感じさせているか

（３者アンケートのＡ・Ｂ評

価８０％以上） 

 

児 童１００％   (100%) 

保護者１００％   (100%) 

教 師１００％   (100%) Ａ 

 様々な体験活動後に、地域

の方に「ふるさと」のよさを

感じることができる講話を

していただく等、質的改善に

取り組んでいく。 

③ キャリアパスポートの活

用を図った取組により、自身

の成長を感じさせているか

（３者アンケートのＡ・Ｂ評価

８０％以上） 

 

 

児 童１００％   (100%)   

保護者 ９７％    (93%) 

教 師１００％   (100%) Ａ 

 保護者の方のキャリアパ

スポートへの理解が深まっ

ている。今後も機会あるごと

に家庭へ持ち帰らせること

で、保護者と共に児童の成長

を喜び合える記録にしてい

きたい。 

(2)  開かれた学校づく

りの推進 

 ○ 定期的な情報発

信（ホームページ、

学校便り） 

  

 

〇 地域に貢献でき

る活動 

 

① 学校便り（月１回）、学級通

信（週１回以上）を発行し、

学校ホームページを週に１

回以上は更新する。（３者ア

ンケートのＡ・Ｂ評価90％以

上） 

 

 

 

児 童 ８８％    (99%) 

保護者１００％   (100%) 

教 師１００％   (100%) 
Ａ 

Ａ 

・ 今後も積極的に学校

の取組の様子を発信し

ていただき、保護者や地

域を元気にして欲しい。 

 

・ 学校全体（教職員同士

の人間関係を含めて）の

雰囲気の良さを感じる。

今後も、コミュニティ・

スクールの推進・発展に

向けて、地域と協働した

取組の充実を図っても

らいたい。 

Ａ 

担当者が、魅力ある内容の

ホームページを日々更新し

ていることもあり、保護者・

地域の皆様の関心度が高い。

今後も児童の活躍場面を積

極的に発信していきたい。 

② 保護者・地域の方々と協働

した取組による、コミュニテ

ィ・スクールの推進を図るこ

とができているか（３者アン

ケートのＡ・Ｂ評価 80％以

上） 

 

 

児 童１００％   (100%) 

保護者１００％   (96％) 

教 師１００％   (100%) Ａ 

 次年度も、保護者・地域の

方々とコミュニティ・スクー

ルの推進に向けて熟議を重

ね、「地域と共に発展する諸

塚小学校」を目指して取り組

んでいきたい。 

【A：期待（目標）以上の達成度、B：概ね期待（目標）どおりの達成度、C：期待（目標）を下回る達成度、D：期待（目標）にほど遠い達成度】 



令和４年度諸塚村立諸塚小学校 学校評価書【５ 特別支援教育の推進】 

重点項目 達成状況指標 達成状況 自己評価 学校関係者コメント 
学校関係者 

評価 
今後の改善策 

(1) 特別支援教育体制

の整備・運営 

 ○ 校内研修、ケース

会議等の充実 

○ 個の実態把握と

それに応じた指導

の工夫 

① 学校は児童一人一

人の個性と実態を理

解し、それに応じた指

導を行っているか（３

者アンケートのＡ・Ｂ

評価９０％以上） 

 

児 童 ８６％     (100%) 

保護者 ９７％      (92%) 

教 師１００％     (100%) 

 

Ａ 

 

 

 

・ 全体としての評価は

十分だと感じられるが、

児童の評価が昨年度よ

り下がっていたため、よ

り一層個に応じた指導

の充実を心掛けていた

だきたい。 

 

 

Ａ 

 外部講師を招聘し、「子ども

に響く言葉かけ」について研

修を行ったことで、担任一人

一人が自らの指導を見つめ直

すよい機会となった。今後も、

関係機関との連携を図りなが

ら、個に応じた指導の充実が

図られるようにさらに研修を

深めていきたい。 

 

(2)  幼稚園や関係機関

等との連携 

 ○ 定期的な情報交

換 

② 学校と幼稚園は児

童について双方の職

員が理解し、連携した

指導を行っているか

（保護者・教師アンケ

ートのＡ・Ｂ評価９

０％以上） 

 

保護者 ９７％   (86%) 

教 師１００％  (100%) 

 

 

Ａ 

 

 

・ 幼稚園と小学校は、年

間を通して様々な活動

や研修会を実施するこ

とができており、情報交

換はもとより、園児・児

童の児童理解につなが

っている。今後も合同で

取り組める活動がない

か模索していただき、積

極的なかかわり合いを

お願いしたい。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 幼小合同ハートフル委員会

等を通して、幼稚園・小学校

が共に情報や課題を共有しな

がら、同じ支援体制で子ども

たちに係わることができた。 

幼稚園が併設されている利

点をさらに生かし、情報交換

はもとより、様々な活動を合

同で行うことより、さらに連

携した取組の充実を図ってい

く。 

 

【A：期待（目標）以上の達成度、B：概ね期待（目標）どおりの達成度、C：期待（目標）を下回る達成度、D：期待（目標）にほど遠い達成度】 

 

 

 



  


